
必修 選択必修 選択 1年 2年 3年 4年 １ ２ ３ ４
　卒業論文 HUM400TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　史学概論 HIS200TD ○ 〇 〇 〇 〇 ○
　日本史概説 HIS100TD ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　東洋史概説 HIS200TD ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　西洋史概説 HIS200TD ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　歴史資料学１ CUM200TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　歴史資料学２ CUM200TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　歴史資料学３ CUM200TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　歴史資料学４ CUM200TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　歴史資料学５ CUM200TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　歴史資料学６ CUM200TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　史学演習１ HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　史学演習２ HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　史学演習３ HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　史学演習４ HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　日本考古学 HIS200TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　日本古代史 HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本中世史 HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本近世史 HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本近代史 HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本古文書学 HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　日本史特講（日本仏教史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本史特講（対外関係史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本史特講（社会史） HIS300TD ○ ○ ○ ○ ○
　日本史特講（地域社会史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本史特講（日本思想史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本美術史 ART300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　日本法制史 HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　日本文芸研究特講・漢文 LIT300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　東洋史特講（中国思想史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　東洋史特講（中国近世史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　東洋史特講（中国経済史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　東洋史特講（中国現代史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　東洋史特講（東南アジア史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　東洋美術史 ART300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　西洋史特講（西洋哲学史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　西洋史特講（キリスト教史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　西洋史特講（ロシア史Ⅰ） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　西洋史特講（ロシア史Ⅱ） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　西洋史特講（アメリカ史） HIS300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　西洋美術史 ART300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　経済史Ａ ECN300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　経済史Ｂ ECN300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　文化地理学 HUG300TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　経済地理学 HUG300TD ○ 〇 〇 〇 〇
　総合特講 BSP100TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　データサイエンス入門A PRI100TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　データサイエンス入門B PRI100TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　データサイエンス応用基礎A PRI100TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　データサイエンス応用基礎B PRI100TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　データサイエンス応用基礎C PRI100TD ○ 〇 〇 〇 〇 〇
　情報学入門 PRI200TD ○ 〇 〇 〇 〇
  総合外国語特講 LANe200TD ○ 〇 〇 〇 〇
  スポーツ特講 HSS200TD ○ 〇 〇 〇 〇
　（他学部・他学科公開科目） OTR200TD ○ 〇 〇 〇 〇
必修 16単位
スクーリング選択必修（4科目） 8単位
選択（日本・東洋・西洋の各分野から最低1科目） 50単位
卒業論文 8単位

合計 82単位

4. 文化遺産の調査・保存を啓発し、また、次世代の教育に歴史学の成果を生かすことのできる能力。

授業科目

【通信教育課程史学科カリキュラムマップ】

受講可能学年 ディプロマ・ポリシー

ディプロマ•ポリシー

履修単位
ナンバリング

1. 国際的な視野と、政治・経済・社会・文化などにわたる幅広い歴史知識を得ることによって、現代社会の問題を見る眼を養
い、未来を展望する見識。

2.史料の批判的考察から体系的理解に至る歴史学の分析方法を習得して思考力・判断力を培い、自主的・自立的に問題を発
見・追究・検証する能力。

3. 通信学習による試験、リポート執筆、スクーリングによる対面授業、卒業論文指導等の訓練を通して、自分の意見を論理化・
体系化して相手に伝え、かつ相手の意見を理解するコミュニケーション能力。


